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百花繚乱　～咲き誇るＹＡＭＡＧＡＴＡの魅力発信～

はじめに
これまで、市民と共により良い「まちづくり」「ひとづくり」を念頭に着実に歩みを続けてきた山形青年会議所。その５８年間の歴史に敬意を表しつつ、これから始まる１年間、共に「ＪＣ運動を展開する」という選択をしてくれた同志に、心から感謝の気持ちを送ります。また、それぞれが様々な宿命を背負い、人生において無数の選択を繰り返した結果、今、ＪＣＩというキーワードを同じ運命として選択したことを讃え合い、さらに、山形青年会議所５９年目の歴史に己の成長と市民意識変革へ向けた種を蒔く覚悟を決めましょう。
私は、生活に癒しや潤いを与えることの出来る「花」を通して、地域貢献を成し遂げることを目的とした生花流通業を営む家系に育ちました。ここに生を享けたことは宿命であっても、社業の継承を選択したのは自分自身で決断した運命です。その運命に出会った機会としっかりと向き合い、現在も地域に癒しと潤いを届けられるよう日々社員と共に精進しております。まさに、運命とは私が携わる生花のように、燦々 (さんさん)と陽の光を浴び、実直に水を与え、真摯に手入れをすることによって、ゆっくりと着実に開花に向けた蕾へと変化するのです。そして、「花開く」というひとつの希望を持ち続け、愛情を注ぐことで、周囲の花々と共に確実な成長という変化を遂げるのです。まさに、ＪＣ運動を花の開花に例えるならば、育てる花に対し、真 (まこと)の信念という水を注ぎ込むことによって、その花を取り巻く環境は確実に醸成されるのです。今こそ、私たちが選択した運命に対し真摯に向き合い私たちの愛するＹＡＭＡＧＡＴＡを百花繚乱の如く満開の花々で彩りましょう。

世界に向けた魅力あるＹＡＭＡＧＡＴＡの発信
山形青年会議所の連綿とした歴史の中で、本年５９年目にして、私たちは新たなる扉を開きます。これも、偏に山形青年会議所の５８年の歴史を紡ぎ続けて頂いた先輩諸兄からのお力添え、山形の未来を見据え共にスクラムを組む山形ブロック協議会の仲間、東北に新たなる光りを灯そうと協働し合う東北地区協議会の同志、そして日本青年会議所、ＪＣＩの多くの皆様のお陰であります。その多くの繋がりを頂いた方々からのこれまでつくり得た多く繋がりと負託とそして信頼を一身に受け、ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会が開催されるのであります。今大会の開催は山形青年会議所創立５０周年に掲げた運動指針である「Ｔｈｅ Ｍｏｔｈｅｒ Ｌａｎｄ ＹＡＭＡＧＡＴＡ」実現に向け、共生共創のこころが根付いたＹＡＭＡＧＡＴＡの発信源の一つであります。ひいては、今後の「山形」のアイデンティティを探究するための素晴らしい機会であるのです。そして、私たちの住まうやまがたには豊かな自然と四季が織り成す美しく彩られた環風景、歴史・文化、ホスピタリティ溢れる精神性など、多くの魅力が存在するのです。今こそ、市民と共に一歩ずつ、着実に地域活動の歩みを進めてきた組織として、誇りと責任を持って全てに真摯に向き合い大会成功に向け邁進します。このＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会の開催を山形の魅力発信の契機として、私たちが住まう我がまち山形をアジア圏のみならず世界に発信することで、未来のＹＡＭＡＧＡＴＡを創造させる足掛かりとします。さらに、海外シスターＪＣとの交流もお互いに最良の機会を提供し合っております。本年も友好的な民間交流が、世界平和の一翼となる可能性を秘めていると確信します。

進化し持続可能な花火大会を目指して
これまで市民・関係諸団体そして行政と協働し、その時代背景の中で形を変え、開催してきた山形の夏の風物詩である山形大花火大会は、本年で３５回目を迎えます。近年は山形県民の皆様からは勿論のこと、他県からの来観者他県より来観頂いた方々からも多くの感動を得られる花火大会として称賛され、さらに、山形青年会議所の一大事業としても認知されております。本年も１９８０年より観光資源の一躍を担う事業として共に育み続けてきた山形市・山形商工会議所・山形青年会議所そして関連団体との連携をさらに強固なものにし、持続可能で且つ市民主導型でありとして進化する大会を目指し、そして、我がまち山形にふさわしい大輪の華が夜空に舞う最高の花火大会の開催を目指します。を開催します。一方で、地域産業の発展や全ての環境問題を根底から確認再考し、未来の山形を見据えた魅力溢れる大会の創造へと繋げます。

未来を語らい、心を紡ごう
私たちの組織は、単年度での組織編成という独自の組織展開理論があり、その理論を永続的に進化し続ける為には、過去・現在・未来を同一線上の共通認識の中で歩まなければならないと考えます。過去を知り、現在を見つめ、そして未来に於いては、手と手を取り合い、心を紡ぎ、また切磋琢磨しながら運動を展開することが肝要であります。より良い地域の未来を思い描き、そして創造し、時代と共に移り変わるということ、即ち、諸行無常であると考えます。この世に存在するすべてのものは、同じ状態を保つことなく移り変わっていき、永久不変なものなどないということです。しかし、利他の精神の根付いている私たちの組織は、年々脈々とその思いは引き継がれ、地に足を付け着実な運動を展開し続けています。本年も山形青年会議所の歴史をしっかりと振り返り、新たなる時代の扉を開くために会員同士が決起し合い、未来のＹＡＭＡＧＡＴＡ創造に向けて邁進します。

魅力あるＹＡＭＡＧＡＴＡの創造を目指して
　ここ近年、私たちが住まうまち山形もハード面での都市開発が着実に進んでおり、古き良き景観に近代的調和が融合し古き良き景観の中に現実的な調和を兼ね備え、素晴らしいまちを形成しています。今まさに、多角的な視点から「まちづくり」と「ひとづくり」が融合することによって明るい社会と魅力ある地域の形成が成し遂げられるものと考えます。私たちはハード面に着手することはできません。しかし、ソフト面を調和という形で双方の融合することが出来れば近い将来には、小さなコミュニティからまちへ、まちが地域の人と人との輪を作り出すことが出来ると確信します。「まちづくり」と「ひとづくり」を底辺に、恒久的世界平和の実現に向け運動を展開する組織として、私たち自身がＪＡＹＣＥＥとしての存在意義を確認し、地域に於いてのオピニオンリーダーとして地域の未来創造に向けた運動を展開します。そして、私たちが愛するまちＹＡＭＡＧＡＴＡを世界に発信することにより、観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡ推進に向けた大きな歩みとなるのです。さらに、未来を見据え共に歩み続ける同志と地域の問題や地域の未来を語らい共有することが、各地域で新たに創出されるアイディアの礎となり、強固なスクラムを完成させられると確信します。

未来への確かな歩み　　
山形を愛する３１名の志し高き青年が、「豊かなまちをつくろう」と小さな灯火を灯したのは１９５５年７月１２日であります。その後、半世紀にわたり崇高な理念の下で多くの先輩諸兄がこの山形青年会議所の歴史を紡ぎ繋いでこられました。そして、今もなお「Ｔｈｅ Ｍｏｔｈｅｒ Ｌａｎｄ ＹＡＭＡＧＡＴＡ」を根幹に、新たなるまちづくりに向け着実な歩みを進めています。組織力を活かし、地域にインパクトを与え、人々への意識変革をもたらし続けている私たちの組織は、改めて今後１０年間を見据えた中期ビジョンを検討し共通認識を持つことにより、地域社会でのフラッグシップとなる組織へと進化します。また、他団体との連携や広域的地域間連携の中で一翼を担うことにより共生共創のコミュニティの構築が成し遂げられると信じ運動を展開して参ります。

未来を見据えた組織形成のために
私たち山形青年会議所は、時代変革の波と共に未来永劫歩んでいく必要があり、市民に対して意識変革を齎 (もたら)すべくもたらすべく運動を展開する組織として成長し続けなければなりません。そこには、市民への様々な運動の伝播以前に、組織力を向上させる必要があり、組織力向上には個々の資質向上も不可欠であると考えます。その為には、「修練・奉仕・友情」の三信条を胸に、未来のＹＡＭＡＧＡＴＡ創造に向けて、明確なビジョンを描き、共に歩みを続けることの出来る「友」を必要とします。さらに、地域経済を牽引する青年経済人である責任世代の私たちには数多くの機会が与えられます。その出会いを出発点として、ＪＣの魅力と共にＪＡＹＣＥＥの魅力を伝播し続けます。一人の向上心が周囲の意識を変え、大きなムーブメントを作り出すことを確信します。

組織の調和が組織力を向上させる
日本ＪＣ設立から６０年を超えても変わらない価値観とは、「まちづくり」「ひとづくり」「教育」「国際社会」「環境」など様々な分野において、常に理想を追求し続け、地域と組織そして個人が共に成長し続けることであります。組織の実情や現状を維持しようとすれば、その時点から衰退が始まります。現状を打破し、堅実な進化を目指すことが未来永劫続く組織形成と存続に繋がるのです。ＪＣは単年度制の中でその時代に適応しつつ、未来を見据え進化してきました。今この瞬間を頂点とせず、着実に明日への一歩を踏み出します。さらに、魅力溢れる故郷 (ふるさと)山形の素晴らしさを、アジア太平洋地域を中心とする世界中に発信することによって、観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡの推進に向けて確固たる歩みとなります。また、地域に対してＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会開催が山形ＪＣ山形青年会議所の認知度向上の契機と捉え、今後も地域に必要とされ、最良の変革をもたらすべく、公益社団法人としての存在意義を確立し運動を展開します。

おわりに
私たちが運動を展開する中で指針としてきた「Ｔｈｅ Ｍｏｔｈｅｒ Ｌａｎｄ ＹＡＭＡＧＡＴＡ」その提言内の複数の推進事項が本年、「ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会」開催という形で実現します。まさに私たちは、地域と共に歩みを進める組織として常に未来の山形を創造し続けます。さらに、山形青年会議所の５９年目の運動を個人・団体・地域が次なるステップへの最高の機会と捉え、全ての運動に積極果敢に挑戦しましょう。改めて私たちも市民の一人として、このまちが有する有形無形の財産について学び、理解を深め合い、市民運動としてのまちづくり運動に繋げるのです。己を律し、友を信じ、未来を見据え、これまでしっかりと育んできたＪＡＹＣＥＥとしての魅力を後世に確実に引き継ぎましょう。そして、百花繚乱の如く我がまちＹＡＭＡＧＡＴＡが小さな花の蕾から満開の花々に移り変わる様子を、市民意識変革運動の小さな歩みであると心に刻み運動を展開しましょう。私たちには必ず明るい未来がやってくることを信じて。


※百花繚乱とは:
いろいろの花が咲き乱れること。秀でた人物が多く出て、すぐれた立派な業績が一時期にたくさん現れること。▽「百花」は種々の多くの花、いろいろな花の意。「繚乱」は花などがたくさん咲き乱れている様子。いろいろな花が、はなやかに美しく咲き乱れることから。
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魅力あるＹＡＭＡＧＡＴＡの創造を目指して
ここ近年、私たちが住まうまち山形もハード面での都市開発が着実に進んでおり、古き良き景観の中に現実的な調和を兼ね備え、素晴らしいまちを形成しています。今まさに、多角的な視点から「まちづくり」と「ひとづくり」が融合することによって明るい社会と魅力ある地域の形成が成し遂げられるものと考えます。私たちはハード面に着手することはできません。しかし、ソフト面を調和という形で融合することが出来れば近い将来には、小さなコミュニティからまちへ、まちが地域の人と人との輪を作り出すことが出来ると確信します。「まちづくり」と「ひとづくり」を底辺に、恒久的世界平和の実現に向け運動を展開する組織として、私たち自身がＪＡＹＣＥＥとしての存在意義を確認し、地域に於いてのオピニオンリーダーとして地域の未来創造に向けた運動を展開します。そして、私たちが愛するまちＹＡＭＡＧＡＴＡを世界に発信することにより、観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡ推進に向けた大きな歩みとなるのです。さらに、未来を見据え共に歩み続ける同志と地域の問題や地域の未来を語らい共有することが、各地域で新たに創出されるアイディアの礎となり、強固なスクラムを完成させられると確信します。
未来への確かな歩み　　
山形を愛する３１名の志し高き青年が、「豊かなまちをつくろう」と小さな灯火を灯したのは１９５５年７月１２日であります。その後、半世紀にわたり崇高な理念の下で多くの先輩諸兄がこの山形青年会議所の歴史を紡ぎ繋いでこられました。そして、今もなお「Ｔｈｅ Ｍｏｔｈｅｒ Ｌａｎｄ ＹＡＭＡＧＡＴＡ」を根幹に、新たなるまちづくりに向け着実な歩みを進めています。組織力を活かし、地域にインパクトを与え、人々への意識変革をもたらし続けている私たちの組織は、改めて今後１０年間を見据えた中期ビジョンを検討し共通認識を持つことにより、地域社会でのフラッグシップとなる組織へと進化します。また、他団体との連携や広域的地域間連携の中で一翼を担うことにより共生共創のコミュニティの構築が成し遂げられると信じ運動を展開して参ります。

未来を見据えた組織形成のために
私たち山形青年会議所は、時代変革の波と共に未来永劫歩んでいく必要があり、市民に対して意識変革をもたらすべく運動を展開する組織として成長し続けなければなりません。そこには、市民への様々な運動の伝播以前に、組織力を向上させる必要があり、組織力向上には個々の資質向上も不可欠であると考えます。その為には、「修練・奉仕・友情」の三信条を胸に、未来のＹＡＭＡＧＡＴＡ創造に向けて、明確なビジョンを描き、共に歩みを続けることの出来る「友」を必要とします。さらに、地域経済を牽引する青年経済人である責任世代の私たちには数多くの機会が与えられます。その出会いを出発点として、ＪＣの魅力と共にＪＡＹＣＥＥの魅力を伝播し続けます。一人の向上心が周囲の意識を変え、大きなムーブメントを作り出すことを確信します。

組織の調和が組織力を向上させる
日本ＪＣ設立から６０年を超えても変わらない価値観とは、「まちづくり」「ひとづくり」「教育」「国際社会」「環境」など様々な分野において、常に理想を追求し続け、地域と組織そして個人が共に成長し続けることであります。組織の実情や現状を維持しようとすれば、その時点から衰退が始まります。現状を打破し、堅実な進化を目指すことが未来永劫続く組織形成と存続に繋がるのです。ＪＣは単年度制の中でその時代に適応しつつ、未来を見据え進化してきました。今この瞬間を頂点とせず、着実に明日への一歩を踏み出します。さらに、魅力溢れる故郷 (ふるさと)山形の素晴らしさを、アジア太平洋地域を中心とする世界中に発信することによって、観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡの推進に向けて確固たる歩みとなります。また、地域に対してＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会開催が山形青年会議所の認知度向上の契機と捉え、今後も地域に必要とされ、最良の変革をもたらすべく、公益社団法人としての存在意義を確立し運動を展開します。

おわりに
私たちが運動を展開する中で指針としてきた「Ｔｈｅ Ｍｏｔｈｅｒ Ｌａｎｄ ＹＡＭＡＧＡＴＡ」その提言内の複数の推進事項が本年、「ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会」開催という形で実現します。まさに私たちは、地域と共に歩みを進める組織として常に未来の山形を創造し続けます。さらに、山形青年会議所の５９年目の運動を個人・団体・地域が次なるステップへの最高の機会と捉え、全ての運動に積極果敢に挑戦しましょう。改めて私たちも市民の一人として、このまちが有する有形無形の財産について学び、理解を深め合い、市民運動としてのまちづくり運動に繋げるのです。己を律し、友を信じ、未来を見据え、これまでしっかりと育んできたＪＡＹＣＥＥとしての魅力を後世に確実に引き継ぎましょう。そして、百花繚乱の如く我がまちＹＡＭＡＧＡＴＡが小さな蕾から満開の花々に移り変わる様子を、市民意識変革の小さな歩みであると心に刻み運動を展開しましょう。私たちには必ず明るい未来がやってくることを信じて。


※百花繚乱とは:
いろいろの花が咲き乱れること。秀でた人物が多く出て、すぐれた立派な業績が一時期にたくさん現れること。▽「百花」は種々の多くの花、いろいろな花の意。「繚乱」は花などがたくさん咲き乱れている様子。いろいろな花が、はなやかに美しく咲き乱れることから。

